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第3章 R3Ga5O12およびR3Al5O12(R:Er, Yb)の波長選択熱放射 
















































































について研究した。特に、TPVでは Si  PV のバンドギャップ波長に適合する放射スペクトルを有する Yb3+の
4f-4f電子遷移に起因する熱放射とGaSb PVのバンドギャップ波長に適合するEr3+の4f-4f電子遷移に起因する
熱放射が有用である。本研究では、特に Yb3+含有セラミックス(Yb3Al5O12および Yb3Ga5O12のガーネット型構
造結晶)に空孔を導入することにより、セラミックスの課題である熱源からの放射透過を抑制できることを初めて
見出した。種々の Yb含有酸化物セラミックスに空孔を導入して放射率スペクトルを評価し、ガーネット型結晶
である YbAGと YbGGは、他の結晶構造と比較して波長選択度が最も優れていることを示した。作製した各構
造の結晶構造解析と放射率スペクトル評価から、Yb3＋が安定性でとり得るサイト数が少ないことが望ましいこと
を明らかとした。また、熱放射においては濃度消光が起きないことを実証すると共に粒径が小さいほど波長選択
度に優れる可能性を確認した。さらに理論解析から希土類含有酸化物セラミックスへの空孔導入による波長選択
度向上のメカニズムを示した。本研究は、TPV用のエミッタ開発において有用な知見を与えるものと考える。 
 
  
